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一
商
業
生
産
設

諸
性
格

の

(
上
)

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
ぞ
中
心
と
し
て
の
一
考
察

l
l

松

井

清

こ
〉
で
商
業
庄
産
説
と
云
ふ
の
は
、
商
業
を
鍛
山
業
・
農
業
・
牧
4
4

同
業
・
製
造
工
業
・
運
輸
業
と
同
じ
〈
生
産
の
一
種
類
に
数
へ
る
説
で
あ
る
。

こ
の
説
は
照
庇
的
・
理
論
的
に
種
々
の
性
格
を
色
つ
亡
居
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
の
が
こ
〉
で
の
問
題
で
あ
る
。

事者

論

経
済
阜
の
梨
明
期
に
賞
っ
て
、
最
初
に
重
農
主
義
者
一
炉
、
商
業
を
不
生
産
的
で
あ
る
と
な
し
た
こ
と
は
周
知
の

〈
註
)

こ
と
で
あ
る
。
爾
来
商
業
が
生
産
的
で
あ
る
か
、
不
生
産
的
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
種
み
の
異
つ
に
観
貼
か
ら

幾
度
か
繰
返
し
論
守
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、

未
だ
定
説
が
存
す
ろ
と
云
ふ
こ
と
は
出
来
な

そ
の
長
い
論
争
の
過
程
智
通
観
す
る
場
合
、
私
は
理
論
的
に
も
歴
史
的
に
も
、

ア
ダ
ム

-
ス
ミ
λ

の
商
業
生
産

訟
に
於
て
最
も
重
要
な
意
義
を
見
出
す
の
で
あ
っ
て
、
今
こ
〉
に
ス
ミ
ス
を
選
ん
で
来
に
の
は
、

正
に
そ
う
云
つ

だ
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

商
業
生
産
設
の
諸
性
絡

第
四
十
一
巻

九
大ム

第

獄

:fL 
九

Jos， BUlri: Die Stellung des lIanfle!s in die nationaldl、ιnomischen Tbeoric 
seit A. Smith (Zeitschirt fur rlie l~:cs..mte Staatswissenschaft 1913 viertes Heft. 
S. 576) 
Van der Borght: Handel und H、mde1~・politik S. 35・2) 



商
業
生
産
設
の
諸
性
格

第
四
十
一
港

一O
O

第

量主

一O
O

然
ら
ば
久
ミ
ス
の
商
業
生
産
設
は
如
何
な
る
賄
に
於
て
重
要
で
あ
る
と
云
び
符
る
で
あ
ら
う
か
。

第
一
に
、

ス
ミ
ス
は
重
農
主
義
者
の
物
的
生
産
概
念
を
毅
展
せ
し
め
、
客
観
的
で
あ
り
乍
ら
し
か
も
普
遍
妥
雷

的
な
抽
象
的
生
産
概
念
を
樹
立
し
、
か
〉
る
理
論
的
根
擦
に
於
て
商
業
を
生
産
的
で
あ
る
と
し
て
居
る
。
謂
は
ゆ

る
交
換
債
値
曲
学
設
の
下
に
な
さ
る
¥J

商
業
生
産
読
が
之
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
普
遍
妥
常
的
な
生
産
概
念
念
樹
立

廿
る
に
も
拘
ら
十
、
他
ガ
に
ス
ミ
ス
は
向
業
」
倍
以
て
、
農
業
製
指
業
に
比
し
よ
円
少
く
生
産
的
で
あ
お
と
な
す
こ

と
仁
よ
っ
て
、
草
盟
主
識
者
の
刷
判
的
素
材
主
識
の
麟
非
ぞ
示
し
て
居
る
也
か
〈
て
λ

ミ
サ
中
は
古
一
長
蹴
か
ら
古
典
蹴

へ
の
、
過
渡
期
た
る
の
理
論
的
、
際
史
的
意
義
を
も
っ
て
居
る
。

第
二
に
、

ス
ミ
ス
の
商
業
生
産
説
の
理
論
的
根
接
た
る
交
換
債
値
皐
説
は
、
彼
の
後
に
出
た
英
仰
の
古
典
振
に

属
す
る
人
達
、
却
ち
七
イ
、

マ

Y
サ
ス
、

p
カ
!
ド
、

マ
ツ
カ

l
ロ
ッ
ク
、
ミ

Y
父
子
等
に
劃
し
て
、
だ
と
ひ
其

慮
に
多
少
の
部
分
的
修
正
は
め
っ
た
に
せ
よ
、
大
き
な
影
響
を
奥
へ
て
居
る
。
従
っ
て
ス
ミ
ス
の
債
値
論
に
閥
聯

し
て
な
さ
れ
る
彼
の
商
業
生
産
設
の
矛
盾
は
、
同
時
に
古
典
恨
の
持
つ
矛
盾
で
あ
り
、
後
の
古
典
慌
に
よ
っ
て
な

き
れ
た
部
分
的
修
正
は
、
決
し
て
ぞ
の
矛
盾
全
根
本
的
に
救
ふ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
に
於
て
ス
ミ
ス

の
商
業
生
産
訟
の
批
判
的
考
察
は
、
同
時
に
古
典
探
一
般
に
劃
し
て
批
判
的
意
義
を
持
ち
得
る
で
み
ら
う
。

第
三
に
、
資
本
主
義
経
神
皐
の
鼻
一
週
に
る
ス
ミ
λ

の
も
つ
歴
史
的
、
枇
合
的
意
義
が
、
商
業
生
産
説
と
必
然
的

に
結
び
附
い
て
居
る
紺
が
注
意
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
『
あ
ら
ゆ
る
人
が
多
か
れ
少
か
れ
尚
人
と
な
る
」
と
謂
は
れ

、
、
、

る
被
れ
の
『
商
業
祉
舎
』
に
於
て
は
、
外
面
的
に
は
商
業
は
生
産
的
な
様
相
を
差
し
、
従
っ
て
か
〉
る
鮪
よ
り
す
れ



ぱ
、
或
る
意
味
に
於
て
商
業
生
産
説
は
必
然
の
要
求
で
あ
っ
た
と
も
一
五
へ
や
う
n

ぞ
の
場
合
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

し
て
の
耐
業
生
産
説
の
持
つ
際
史
的
地
盤
の
み
が
問
題
と
な
る
の
で
め
る
事
は
、

や
が
て
後
に
示
す
如
く
で
あ

る。
私
は
以
上
の
三
結
に
於
て
ス
ミ
ス
の
商
業
生
産
訟
を
重
要
で
あ
る
と
考
へ
た
。
以
下
の
一
考
察
も
こ
の
三
期
ぞ
中

心
と
し
て
展
開
さ
れ
る
事
は
言
を
侠
た
な
い
。

【
詰
】

グ
λ

M

T

フ
、
ョ

l

ン
は
こ
の
嗣
制
動
を
二
つ
に
大
別
し
て
ゐ
る
。
第
一
が
科
撃
的
見
地
で
あ
h
第
二
が
よ
り
康
め
ら
れ
た
闘
民
的
見
地
で
あ

る
と
さ
れ
て
ゐ
る
。

第
一
が
理
論
的
科
問
中
的
に
商
業
の
生
氏
性
含
解
決
サ
ん
と
す
る
も
の
で
ゐ

p
・
第
二
が
イ
ヂ
す
ロ
ギ
1
的
に
商
業
の
生
産
性
を
論
ぜ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
は
.
思
も
か
く
二
つ
に
大
別
す
る
事
ば
世
間
を
同
て
陪
る
も
の
と
考
ヘ
る
c

ー.ー.

商
業
を
最
も
少
〈
生
産
的
で
め
芯
と
な
す
ス
ミ
ス
の
見
解

ス
ミ
ス
に
よ
っ
て
生
産
的
階
級
に
数
へ
ら
る
う
も
の
は
、
農
業
者
・
製
造
業
者
・
卸
商
人
・
小
貰
商
人
の
四
階

級
で
あ
っ
て
之
等
四
部
門
に
於
け
る
勢
働
は
、
資
本
と
交
換
さ
れ
、
利
潤
を
生
h
u
賄
に
於
て
同
様
に
生
産
的
な
も

の
と
さ
れ
る
。

か
く
の
如
〈
、
四
階
級
を
生
産
的
階
級
に
数
へ
上
げ
七
こ
と
は
、
重
農
主
義
者
に
劃
し
て
、
重
要
な
批
判
的
意

義
を
持
つ
も
の
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
u

帥
ち
重
農
主
義
者
は
、
戚
性
的
に
知
畳
し
得
る
慮
の
物
的
形
態
に
於
け
る

を
生
産
す
る
階
級
た
る
農
業
者
の
み
を
生
産
的
階
級
で
あ
る
と
な
し

U

飴
剰
債
値

(1L=一
件
当
の
沖
縄
-
坐
瑳
物
即
ち
地
代
)

商
業
生
産
試
の
訴
性
格

第
四
十
一
巻

第
一
披

O 

O 

Gustav Cohn: System de.r Nationn.li)b:momie 3 BD: S. 1 

Arlam Smith: Wealth of Nations (Cannan's ，;d.) Vol. 1， p. 342・(邦課は竹
内謙二課、改造祉版、『圃富論，DIこ従ふ)
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商
業
生
悲
説
の
諸
性
格

第
凶
十
一
巻

第

E貴

O 

O 

工
業
上
・
商
業
上
の
利
潤
は
、
位
剰
偵
値
と
し
て
認
識
さ
れ
や
、
ぞ
れ
は
農
業
上
に
生
産
さ
れ
た
唯
一
の
徐
剰
生

産
物
た
る
地
代
か
ら
引
出
さ
れ
、
窮
極
に
於
て
農
業
階
級
の
負
携
に
於
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で

あ
ふ
o

之
じ
劃
し
て
ス
ミ
ユ
は
、
利
潤
を
以
て
一
(
後
に
一
戒
す
知
〈
股
昧
な
形
に
於
亡
?
は
あ
る
と
一
般
的
に
捗
働
の
も
だ
ら

-
余
リ
一
ド
ら

n?94も
こ

3
'正
二
、
弘
之
拾
う

'
i
f
3・
P
、

、1
A
H
4
ν

じ

f
1
5
f
カ
i
p
l
H
U
1
，し

J

1

製
造
業
・
卸
賀
商
業
・
小
頁
向
業
の
階
級
は
も

綿
て
之
を
生

能
的
時
制
酬
で
め
る
と
な
し
に
一
r
L

で
止
る
ο

-

幹

炉

、

i

E

・
v

、.11
一‘，、，

F
:
4
2
4
1
ζ
2
2
5
E
占
4
4
フ

一

」

F

4

4
戸

田

Z
H
Z

ご
び
応
り
仁
が
1
7
4
ミ
ァ
じ
ゅ
L

カ
U
1

百

-NE--古
申
告
い
を
山

E
H
'
L
E

る
も
の
と
云
ム
事
が
出
来
る
。
何
故
な
ら
、
資
本
主
義
枇
曾
に
於
け
る
生
産
的
野
働
は
、
必
十
飴
剰
の
生
産
を
必

要
と
は
す
る
け
れ
ど
も
、
必
や
し
も
重
農
主
義
者
の
見
る
如

t
、
飴
剰
の
生
産
は
飴
剰
量
の
物
財
の
生
産
に
於
て

の
み
な
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、

よ
り
抽
象
的
な
形
に
於
で
も
な
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
利
潤
一
般

を
儲
剰
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
は
、
生
産
的
勢
働
の
規
定
を
よ
り
精
密
な
ら
し
め
、
よ
り
一
般
化
し
に
も
の
と
云

ひ
得
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
ス
ミ
ス
は
必
や
し
も
か
〉
る
考
へ
方
を
以
て
徹
底
し
て
は
ゐ
な
い
。
彼
は
農
業
と
製
造
業
と
商
業

と
の
問
に
生
産
性
の
段
階
を
附
し
、
農
業
を
最
も
多
く
生
産
的
で
あ
る
と
な
し
、
商
業
を
最
も
少
〈
生
産
的
で
あ

る
と
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
買
質
的
に
は
農
業
を
唯
一
の
生
産
的
階
純
で
あ
る
と
な
す
重
農
主
義
的
見
解
へ
の
後

迭
を
示
し
て
居
る
。
印
ち
云
ふ
。

『
一
切
の
資
本
ぼ
生
産
的
帥
労
働
の
み
の
、
維
持
に
充
憶
さ
れ
る
が
、
し
か
も
等
額
の
資
木
の
動
か
し
得
る
生
産
的
勢
働
量
は
投
資
力
法
の
異
る
に
ワ

れ
て
、
著
し
く
相
違
す
る
。
之
れ
と
同
様
に
し
て
、
を
の
投
資
が
一
闘
の
土
地
及
び
勢
働
の
年
々
の
生
産
物
に
附
加
す
る
債
値
も
又
著
し
〈
相
違
し

Charles Gide et Rist: ibid p. 15. Engl出htranslation F. 13.永田清課、チ品
ノレゴー「富に闘する省察JI20頁参照。
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1 

て
来
る
』

『
し
か
し
乍
ら
等
量
の
資
本
と
雌
も
、
投
資
を
異
ド
し
て
此
種
凶
種
の
異
る
方
法
の
各
々
に
使
用
き
れ
る
時
に
は
、
直
接
に
品
開
め
て
異
る
量
の
生
産

的
勢
働
盆
を
動
か
し
、
且
つ
比
の
資
本
の
蹄
属
す
昌
枇
曾
の
土
地
及
び
勢
働
の
年
々
の
生
産
物
の
債
値
を
、
品
開
め
て
異
る
割
合
に
で
増
殖
す
も
よ

郎
ち
こ
れ
ら
四
種
類
の
投
資
方
法
は
、

そ
の
各
々
が
生
産
的
労
働
を
動
か
す
鈷
に
於
て
は
異
ら
な
い
と
し
て

も
、
そ
の
動
か
す
生
産
的
勢
働
の
畳
に
よ
っ
て
生
産
性
の
程
度
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

最
大
量
の
生
産
的
帥
労
働
を
動
か
し
、
生
産
的
州
労
働
の
最
上
位
に
置
か
れ
る
も
の
は
、
農
業
者
の
階
級
で
あ
り
、

之
に
次
い
で
工
業
階
級
・
卸
寅
商
人
・
小
賀
商
人
一
ペ

順
次
に
そ
の
生
産
性
に
よ
っ
て
失

γTfili--、
に
置
か
れ
ふ
o

、
プ
〆
い
よ
れ
ば
農
業
部
門
に
於
て
は
た
と
ひ
共
施
↑
」
池
の
祁
川
L
」
等
監
の
資
本
が
投
下

3
れ
た
と
し
て
も
、

作
t男

は
勿
論
の
こ
と
、
役
畜
も
亦
、
更
に
白
熱
ま
で
が
労
働
者
と
し
て
働
〈
が
故
に
、
最
大
量
の
生
産
的
労
働
M
Y

動
き

得
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
農
業
部
門
に
於
て
も
.
他
の
生
産
部
門
に
於
げ
る
と
同
様
仁
、
勢
働
者
は
『
彼
自
身

の
消
費
物
に
相
等
し
き
債
値
、
帥
ち
彼
等
を
使
用
す
る
資
本
に
相
等
し
き
償
債
を
其
資
本
の
所
有
者
の
利
潤
諸
共

に
再
生
産
す
か
。
」
し
か
も
草
に
そ
れ
の
み
に
止
ら
争
、
農
業
部
門
に
於
て
は
自
然
の
働
わ
に
よ
っ
て
地
代
が
生
産

さ
れ
る
。
こ
の
故
に
農
業
部
門
が
最
も
生
産
的
な
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
利
潤
を
勢
働
の
生
産
す
る
飴
剃
で
あ
る
と
認
識
し
、
利
潤
を
生
h
U
此
労
働
を
以
て
生
産
的
で
あ
る
と
な

す
賄
ま
で
は
、
重
農
主
義
者
を
超
え
て
居
る
。
し
か
し
乍
ら
地
代
を
以
て
人
間
的
労
働
と
金
く
質
的
に
巽
つ
七
白

然
の
働
に
蹄
し
、
利
潤
プ
ラ
ス
地
代
を
生
産
す
る
の
故
を
以
て
、
農
業
帥
労
働
を
最
も
生
産
的
で
あ
る
Y

と
な
す
瞬
間

商
業
生
産
設
の
諸
性
格

第
四
十
一
巻

O 

第

披

O 

dス
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商
業
生
産
設
の
諸
性
格

第
四
十
一
巻

第

就

O 
凹

一O
凹

に
於
て
、
重
農
主
義
の
素
朴
さ
に
立
ち
崎
っ
て
居
る
。
地
代
も
利
潤
も
共
に
捗
働
の
生
産
物
に
る
限
り
に
於
て
、

共
通
の
質
を
持
っ
て
債
値
に
ま
で
還
元
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
十
戚
畳
的
な
異
質
性
に
と
ら
は

れ
、
農
業
を
最
も
生
産
的
で
あ
る
と
し
、
向
業
を
最
も
少
〈
生
産
的
で
あ
る
と
な
す
こ
と
は
、
明
ら
か
に
重
農
主

義
的
素
朴
ぞ
残
し
て
ゐ
る
と
云
は

Y
る
を
科
な
い
。

ス
ミ
ス
の
右
の
如
き
考
は
、

そ
の
重
農
主
義
批
判
の
章
必
見
る
市
滑
に
よ
っ
七
議
砂
明
ら
か
と
成
る
o

ス
ミ
ス
は

-.1‘江戸、

.
A
a
a
s
b
i
〉
、
.
!
ラ
二
、
〉

E
I
-
-
o

d

』
張
、
1
事

M
H
J
V
F
L
t
か
よ
ご
一
F

V

/
戸

I
m
z
e

『
こ
の
階
級
〈
商
工
階
級
)
が
自
己
の
年
々
の
粉
資
額
の
債
値
を
年
々
再
生
産
し
、
且
つ
こ
の
階
級
を
維
持
し
働
か
す
財
の
蓄
積
ま
た
は
資
本
の
存
在

を
少
く
と
も
雄
績
さ
せ
る
こ
と
は
承
認
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
猫

h
こ
の
理
由
を
以
て
す
る
も
無
主
産
的
ま
た
は
不
生
産
的
な
る
名
稗
は
こ
の
階
級

に
額
る
不
嘗
に
適
用
さ
れ
て
居
る
様
に
思
は
れ
る
で
あ
ら
う
』

ス
ミ
九
は
一
結
婚
を
あ
げ
て
之
を
倒
置
せ
ん
と
し
て
居
る
。
例
へ
ば
父
母
な
る
二
人
の
一
人
数
を
単
に
補
償
す
る

に
止
ま
る
一
男
一
女
し
か
生
産
せ
ぬ
結
婚
で
す
ら
、
人
は
決
し
て
之
を
不
生
産
的
と
は
呼
ば
な
い
で
あ
ら
う
。
成

程
二
人
し
か
生
産
せ
ね
結
婚
は
三
人
を
生
産
す
る
(
一
人
の
-
鯨
剰
人
数
)
結
婚
よ
り
も
よ
り
少
〈
生
産
的
で
あ
ら
う
J

し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
生
産
的
で
は
あ
ム
。
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
を
ス
ミ
ス
は
農
業
左
商
工
業
の
生
産
性
の
比

較
に
み
の
で
は
め
る
。
だ
か
ら
斯
か
る
考
に
於
て
は
、
舘
剰
を
生
産
す
る
部
門
は
原
則
的
に
は
農
業
の
み
で
あ
り
、

商
工
業
は
そ
の
消
費
し
た
る
左
等
債
の
生
産
の
み
を
な
す
と
偲
定
さ
れ
た
に
も
拘
ら
す
、
濁
断
的
に
も
生
産
的
と

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
J

の
る
。

要
す
る
に
ス
ミ
ス
は
商
工
業
上
の
利
潤
を
帆
労
働
と
結
び
つ
け
、
之
を
飴
剰
と
し
て
把
撞
し
て
お
き
乍
ら
、
明
確

Adam Smith: W. of N. VoJ. Il. pp. 172-173. 
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に
債
値
の
生
産
'
と
し
て
規
定
し
な
か
っ
た
結
宋
・
か
一
〉
る
暖
昧
さ
の
故
に
、
戚
畳
的
な
飴
剰
生
産
物
を
の
み
鈴
剰

と
な
す
重
農
主
義
的
見
解
に
部
分
的
に
肱
惑
さ
れ
た
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
商
業
を
最
も
少
〈
生
産
的
で

殊
に
後
期
重
農
主
義
者
た
る
チ
ュ

Y
ゴ

こ
の
限
り
に
於
て
、
た
Y
農
業
生
産
に
有
用
な

あ
る
と
な
す
ス
ミ
ス
の
見
解
は
、
従
っ
て
全
く
重
農
主
義
的
で
あ
っ
て
、

l
に
酷
似
せ
る
の
を
我
々
は
竣
見
す
か
。
商
工
業
上
の
勢
働
は
、

る
の
故
を
以
て
、
間
接
的
に
生
産
的
意
義
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

『
小
資
商
人
の
資
本
は
、
彼
れ
の
奴
賞
す
る
商
品
を
仕
入
れ
る
卸
費
商
人
の
資
本
を
回
蹄
惜
し
、

る
。
』

旦
つ
同
時
に
こ
の
卸
責
商
人
日
利
潤
を
獲
得
せ
し
む

彼
れ
の
賀
川
以
寸
る
原
始
生
成
物
h
u

ょ
U
製
泣

nれ
に
生
産
物
守
仕
入
れ
る
農
業
者
、
U
1
ぴ
製
造
者
の
資
本
伝
子
、
の
利
潤
?

ー

河
λ

て
い
配
制
押
し
之
に
依

f
l州
市
認
を
し

t
抗
〈
相
当
t
p
h
f恥
職
業
を
級
紙

Z
せ
Z
W
3
b

訂

-n相
指
丸
い

H
t
、ヘJ
k
g司
h
r
h
戸
中
J
h
u
E

E
A
U
E
H
ノ
乙

3
2
t

『
彼
れ
(
梨
遺
業
者
)
の
流
動
資
本
の
一
部
分
は
、
原
料
の
購
買
に
投
下
さ
れ
、
そ
し
て
彼
れ
が
彼
れ
の
原
料
を
仕
入
れ
る
農
業
者
及
鍛
山
家
の
資
本

を
彼
等
の
利
潤
諸
共
仁
田
轄
す
も
r』

か
〈
の
如
〈
小
貰
商
・
卸
頁
尚
・
製
造
業
に
投
下
さ
る
〉
査
本
は
、
窮
極
に
於
て
農
業
上
に
投
下
3
る
冶
資
本
営

回
轄
せ
し
な
る
黙
に
於
て
生
産
的
意
義
が
認
め
ら
れ
、
之
等
の
部
門
に
於
げ
る
州
労
働
の
生
産
性
は
、

t
v
農
業
務

働
の
生
産
性
に
よ
っ
て
、
間
接
に
説
明
さ
る
冶
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
名
。
こ
の
思
想
は
卸
頁
向
人
の
ゴ
一
種
類
の
生

産
性
を
問
題
と
す
る
場
合
、

ス
ミ
ス
の
用
ふ
る
用
語
に
よ
く
表
は
れ
て
居
る
。
印
ち
彼
れ
が
生
産
的
接
働
一
一
般
を

問
題
に
せ
る
場
合
に
は
、
『
生
産
的
勢
働
を
直
接
に
動
か
す
。
』

({BEE-pzq
百二百円。

E

E
る
と
云
ふ
語
を
用
ひ
て
居

る
に
反
し
、
商
業
上
の
帥
労
働
の
生
産
性
を
問
題
に
せ
る
場
合
に
は
『
生
産
的
融
労
働
に
堤
醐
お
よ
び
支
持
ぞ
典
へ

商
業
住
産
説
の
諸
性
格

一O
五

第

披

一O
五

第
四
十
一
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商
業
生
産
訪
の
諸
性
格

第
間
十
一
巻

一O
六

第

披

一O
穴

る
。
』
(
出
】
2
2
2
5
向
。
E
n
E
P
E
Z
ミ
c
z
)
と
な
し
、

商
業
の
生
産
性
は
他
の
直
接
に
生
産
的
な
資
本
営
問
轄
せ
し
む
る

た
Y
間
接
的
に
の
み
認
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
商
業
を
最
も
少
〈
生
産
的
で
あ
る
と
な
す
ス
ミ
ス
の
見
解
は
、
農
業
ぞ
唯
一
の
生
産
部
門
と
し
、

業
・
陥
業
の
生
産
性
を
否
定
す
る
重
農
主
義
的
見
解
に
依
存
し
て
な
3
れ
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、

り
し
て
九
三
ス
に
本
質
的
な
見
解
?
み
る
と
一
瓦
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
っ

事
に
よ
っ
て
、

製
造

そ
の
意
味
よ

-~" 

戸;~

;1;: 

j完
~I守

1::.1 
J 川J

解
は

{1:ξ 

の
1~: 

1~~ 

-
k
f
L
3セ

L

E

-

-叫
u'秒
台
ド
ノ

-

h

h

h

i

v

ι

v

-

J

J

Z

2

・
A
S
4
-
r
-
T
】
手
)
二
、
，
、
l
A
f

、
.
.
.
 旬、
、

J

佃
仮
喝
詔
t
m
m
聯
1
1
1
2
F
e
y
q
J
F
非
A
J
浩
司
W
4
1
J
E
t
-
ヱ
じ
ホ
じ
た
p
r
r
u
t

【
註
】
農
業
・
工
業
・
商
業
の
問
に
生
産
性
の
段
階
づ
げ
を
な
す
事
は
、
以
上
指
摘
せ
る
如
く
、
重
農
主
義
的
に
肺
労
働
の
感
性
的
な
異
質
性
に
と

ι

は
れ
て
居
る
限

b
に
於
て
、
量
的
比
較
の
知
〈
見
え
て
貰
は
量
的
比
較
で
は
め
h
得
な
い
の
で
め
る
。
従
っ
て
キ
ヤ
ナ
ン
氏
が
そ
の
表
面
上

量
的
比
較
で
あ
る
加
〈
見
え
る
勤
に
重
勤
を
置
い
て
な
す
次
の
如
き
説
は
、
吾
々
と
し
て
全
々
問
題
に
な
ら
な
い
。

R
R

〉

FLPHUmpu=-Mmmoロdm-c

同ゴ吋問。=門口zdhH円zzu」ロomzc口一切
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百

MHHO『nrnpfbロ。
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唱
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何
回

t
コ
リ
}
可

4
弓

roZHO司。ロmHohpF-03

ロ乙円

E
P盟
国

F
2号
2
2
。
E
P
E
H
2
E
5
1
3
可
切

5
5〕
『
合
同
「
2
4
3
E
C
E
(
門
C
m
p
〕
可
ロ
ご
円
一
回
目
白
目
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『
E
E
O
P
E
-
ロ
己
5
0
)
・]三

4rmHFO問
釦

RM4円
W
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T
 

PMロczロ円。『品目白司=ロ--ロ円FmrpロLmo岡山口
ω

丹戸山一の門司mHZJ戸内向mvr戸zfpzdロロ=ア戸わ【=-o♂

mn】『
ι。叫明HSP目〕『C円『め実-un『跡。白Mrs-

思
ム
に
各
部
門
聞
に
於
り
る
生
産
性
の
等
級
を
其
慮
に
働
く
生
産
的
勢
働
の
多
少
を
以
て
表
現
す
る
思
想
は
、
右
の
知
〈
キ
ヤ
ナ
ン
氏
が

ス
ミ
ス
の
誤
謬
と
し
て
指
摘
し
た
様
に
、
一
人
の
農
業
者
・
製
治
業
者
・
商
人
心
下
に
働
〈
勢
働
者
数
の
大
小
を
以
て
決
定
Z
れ
て
日
mxM-B
の

で
も
な
〈
、
叉
キ
ヤ
ナ
ン
兵
が
か
〈
す
べ
き
も
一

ω
で
め
る
と
し
て
提
示
し
て
ゐ
る
様
仁
、
一
定
量
の
資
本
が
農
業
者
・
製
造
業
者
・
商
人
の
手

中
に
あ
る
時
、
各
々
幾
何
の
勢
働
者
を
働
か
す
か
と
云
ふ
こ
と
で
も
な
い
。
労
働
の
生
産
性
は
賀
的
に
異
る
勢
働
者
の
皐
な
る
人
数
日
ょ
っ

て
比
較
し
得

g
a
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
め
る
。

農
業
ψ

工
業
↓
商
業
へ
の
後
民
は
人
類
の
生
産
力
繁
展
の
照
史
的
段
階
づ
げ
と
し
て
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

事
貿
ス

ミ
ス
色
第
三
編
第
一
章
の
『
寓
枯
の
自
然
的
進
行
』
を
論
争
る
章
に
於
て
、
こ
の
段
階
を
庄
産
力
の
一
聴
典
的
費
展
段
階
と
し
て
把
握
し
一
L
ゐ
ジ
。

又
フ

p
l
r
p
ツ
ヒ
・
リ
λ

ト
の
農
業
状
態
か
ら
農
工
状
態
、
農
工
状
態
か
ら
農
工
商
状
態
へ
の
段
階
説
も
同
様
の
思
想
で
あ
払
。

向井鹿松・アダム・スミスの商業に射する思想(三|壬l堅官雑誌、 '7巻、 7披)
244頁-245頁
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生
産
的
勢
働
の
形
態
的
規
定
と
商
業
の
生
産
性

岡
宮
の
元
素
的
形
態
を
金
銀
に
於
て
認
識
し
た
重
商
主
義
者
に
よ
れ
ば
、
生
産
者
は
金
銀
を
作
り
出
す
階
級
で

あ
っ
た
し
、
岡
宮
の
元
素
的
形
態
を
地
代
(
純
生
産
物
)
に
於
て
認
識
し
た
重
農
主
義
者
に
よ
れ
ば
、
生
産
的
階
級
は

地
代
を
作
り
出
す
階
級
で
あ
っ
た
。
何
ら
か
の
形
に
於
て
倍
剰
を
生
産
す
る
階
級
を
生
産
的
で
あ
る
と
な
す
生
産

概
念
の
形
態
的
規
定
は
、
肢
に
こ
の
二
主
義
に
も
現
は
れ
て
庇
た
け
れ
ど
も
、
之
等
の
素
朴
的
な
経
漕
皐
に
於
け

る
険
制
生
産
物
の
把
撞
必
糟
て
物
拘
な
形
態
に
於
て
の
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

然
芯
に
同
首
UJ
一
九
中
京
的
形
態
白
山
I

叩
一
舵
に
お
枕
し
、

ノ

ラ

〉

可

3
日
夕
F

一
昨
又
句
与
効
り
ト
ヒ
ι
k
l
切
っ

5
賢
官
山
刀
巳

ー
に
ふ

μ
J
t
B
hい
t
n
z
d
』
血
川

J
t
J
A
5
イ
t

L

J

-

l

f

A

1

k
引

(

[

/

態
に
於
て
把
撞
し
た
ス
ミ
ス
に
よ
る
と
、
生
産
的
勢
働
は
蛍
然
に
依
剰
の
債
値
を
生
産
す
る
労
働
で
な
り
れ
ば
な

ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
乍
ら
ス
ミ
ス
の
柑
労
働
債
値
識
は
必
十
し
も
明
確
な
委
を
以
て
展
開
し
て
は
居
な
い
た

め
に
、
生
産
的
勢
働
の
規
定
も
か
〈
の
如
〈
明
確
に
羽
は
れ
て
ゐ
な
い
。

持
働
償
値
誌
の
創
始
者
と
し
て
の
ス
ミ
ス
炉
、
商
品
債
値
を
使
用
慣
値
と
交
掩
債
値
の
矛
府
の
内
仁
杷
櫨
し
た

こ
と
は
徐
り
に
る
周
知
で
あ
る
。
兎
ら
に
叉
、
素
朴
的
な
鑑
樺
皐
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
初
に
科
皐
的

な
経
漕
皐
の
瞳
系
を
樹
立
し
た
ス
ミ
ス
い
か
、
特
殊
的
有
用
品
働
の
生
産
物
た
る
他
用
便
値
を
経
漕
間
四
千
の
研
究
範
囲

一
般
的
州
労
働
の
生
産
物
と
し
て
の
債
値
を
専
ら
研
究
の
卦
象
と
な
し
た
こ
E

ど
も
、
幾
度
か
指
摘
さ

か
ら
放
運
し
、

る
る
慮
で
あ
る
。
州
労
働
債
値
説
に
よ
る
と
、
人
間
的
欲
望
の
針
象
た
る
使
用
債
値
は
、
債
値
の
前
提
伸
明
件
と
は
成
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。
/代、

る
に
し
て
も
、

ぞ
れ
自
瞳
は
何
ら
債
値
の
量
的
闘
係
の
内
に
表
現
さ
れ
る
枇
合
的
な
生
産
闘
係
を
表
現
し
な
い
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
‘

ス
ミ
ス
は
債
値
を
そ
の
絶
罰
的
な
本
質
に
ま
で
堀
下
げ
る
に
つ
い
て
は
全
〈
腰
昧
で

あ
り
、
多
く
の
場
合
債
値
は
そ
の
現
象
形
態
に
於
て
相
封
的
な
交
換
債
値
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
だ

、
、
、
、

け
の
こ
と
は
生
産
的
接
働
の
規
定
を
観
察
す
る
に
営
っ
て
必
十
念
頭
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
私
は

、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
.
、
‘
.
、

.

.
 

、
、
.
、
.
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ス
ミ
ヌ
の
相
川
値
論
に
於
け
る
殴
昧
さ
を
知
摘
し
乍
ら
、
彼
れ
の
労
働
加
国
値
説
を
世
倣
せ
ん
と
す
る
場
合
、
生
産
的

、
、
、
、
、
、
晶
、
，

u.
、
、
、
皿
、
，
、

1

川
、
、
h

l

、•• 

勢
働
は
如
何
に
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
従
勺
て
ま
に
凶
業
mw
生
産
性
は
・
如
何
に
判
定
ぜ
ら
れ
・
ね
ば
な
ら
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
.
、
、
、

い
か
を
検
討
す
る
と
一
五
ふ
建
前
で
、
論
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
ふ
。

生
産
的
勢
働
を
論
宇
る
章
は
次
の
句
を
以
て
初
ま
る
。

他
は
何
等
か
、
る
結
果
を
持
た
な
い
も
の
で
め
る
。

前
種
の
軸
労
働
は
債
惟
を
生
産
す
る
か
ら
、
之
を
庄
屋
的
帥
ア
ョ
働
と
名
づ
げ
、
後
種
の
帥
労
働
は
不
生
産
的
制
労
働
と
呼
ん
で
夏
か
ら
う
。
』

『
傍
働
に
二
種
あ

b
、

一
は
之
に
勢
働
を
用
ぴ
る
そ
の
目
的
物
の
慣
胞
を
暗
唱
す
も
の
に
し
て
、

此
慮
に
不
用
意
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
債
値
な
る
語
は
、

ス
ミ
ス
が
一
般
に
偵
値
と
云
ふ
場
合
に
は
そ
の
立
味
を

交
換
債
値
に
限
定
し
て
居
る
結
よ
り
し
て
、

一
躍
交
換
債
値
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
理
解
し
て
お
く
。
そ
う

し
た
場
合
、

こ
の
規
定
は
次
の
如
き
句
を
以
て
よ
り
明
ら
か
に
表
現
3
れ
向
。
。
剖
ち
『
交
換
債
値
ぞ
増
加
す
る
努

働
は
生
産
的
で
あ
り
.
然
ら
ざ
る
捗
働
は
不
生
産
的
で
J

の
る
。
』
一
定
の
交
拘
偵
値
が
、

よ
り
以
上
の
交
挽
債
値
と

な
っ
て
現
は
れ
た
場
合
は
卸
ち
利
潤
の
獲
得
で
あ
る
か
ら
.
こ
の
こ
と
は
と
り
も
直
さ
十
利
潤
を
生
h
U
崎
労
働
は
生

産
的
で
あ
る
と
云
ふ
事
に
な
る
。

Adam Smith:、N.of N. ¥'01. 1. P・3'3
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然
る
に
交
換
債
値
と
は
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
『
殻
用
を
も
っ
物
の
所
有
に
よ
っ
て
取
得
す
る
他
財
貨
購
買
力
』
で
あ

り
、
よ
り
股
密
に
は
、
二
財
貨
問
の
交
換
比
例
で
あ
っ
て
そ
の
生
産
に
必
要
な
相
針
的
帥
労
働
日
互
に
よ
っ
て
決
定
き

る
る
相
劃
的
な
債
値
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
相
劃
的
な
債
植
は
自
ら
の
生
産
に
必
要
な
投
下
勢
働
量
の
詩
型
化
に
よ

つ
て
の
み
な
ら
子
、
之
と
交
換
さ
る
る
他
財
貨
の
投
下
批
労
働
量
の
稜
化
に
よ
っ
て
も
襲
動
し
得
る
彪
の
畑
山
値
で
あ

り
、
従
っ
て
相
調
的
債
値
に
関
聯
す
る
問
題
は
ぞ
の
量
的
規
定
で
あ
り
増
減
特
捜
化
で
あ
る
。
債
値
が
生
産
き
る
る

や
否
や
は
、
兎
ら
に
か
〉
る
相
卦
的
な
使
値
の
根
操
に
横
た
は
る
絶
卦
的
な
慣
値
に
つ
い
て
こ
そ
問
題
と
す
べ
き

で
め
っ
亡
。
財
貨
が
相
互
に
交
換
さ
れ
、
比
較
衡
量
し
作
ミ
斜
め
に
は
、
財
貨
は
共
通
の
質
を
持
つ
に
践
の
組
制

的
簡
阪
に
於
て
通
分
3
れ
て
居
る
州
》
円
で
あ
る
o
h
μ

、J
心
絡
劃
的
倒
航
が
生
産
お
れ
.
ぞ
れ
が
交
換
場
裏
仁
於
て
交

換
債
値
の
形
態
'
T
2
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
生
産
的
州
労
働
に
つ
い
て
は
絶
劃
的
債
依
こ
そ
問
題
と
す
べ
き
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
賄
は
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
、

ス
ミ
ス
の
規
定
を
夏
ら
に
進
ん
で
検
討

し
ゃ
う
。

交
換
債
依
を
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
.
利
潤
を
生
h
u
掛
働
は
生
産
的
で
あ
る
。
而
も
資
本
の
所
有
と
労
働
力

の
所
有
が
分
離
せ
る
資
本
主
義
枇
舎
で
は
.
或
る
勢
働
が
被
れ
に
典
へ
ら
れ
た
財
貨
の
交
換
債
値
を
増
加
し
て
利

潤
を
生
か
矯
め
に
は
、
資
本
と
交
換
え

L

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
こ
の
規
定
よ
り
必
然
云
は
れ
る
こ
と
は
、
資
本

と
交
換
さ
る
〉
勢
働
は
生
産
的
で
め
る
と
云
ふ
こ
と
で
め
る
。
生
産
的
勢
働
は
自
己
の
柑
労
働
力
を
資
本
と
交
換
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
白
己
を
再
生
産
す
る
が
、
単
に
自
己
を
維
持
し
再
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
労
働
量
よ
り
以
上
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の
勢
働
量
を
、
費
本
に
劃
し
て
利
潤
と
し
て
輿
へ
る
の
で
あ
る
。

或
る
資
本
家
の
下
に
あ
っ
て
商
品
の
製
造
に
従
事
す
る
勢
働
者
の
勢
働
を
観
察
し
ゃ
う
。
彼
の
勢
働
は
、
加
工

す
べ
〈
輿
へ
ら
れ
た
原
料
の
交
換
僚
値
に
加
ふ
る
に
、
自
己
の
生
活
を
再
生
産
す
る
に
必
要
な

rけ
の
交
換
債
依

と
、
一
丸
ら
に
雇
主
の
利
潤
ぞ
生
産
す
る
の
で
あ
る
。
偲
り
に
勢
働
者
が
一
辰
主
じ
利
剰
を
典
へ
る
と
と
が
な
い
と
す

れ，

/J" 

原
主
は
庇
に
物
の
製
泌
を
中
止
す
る
の
で
あ
っ
て
.
私
的
介
業
の
支
配
す
る
利
潤
追
求
の
向
日
叩
生
産
枇
曾

じ
於
て
は
、
科
、
刑
を
生
産
ゼ

.5
る
勢
働
は
樹
君

L

科
な
い
の
で
め
る
。
都
働
者
以
賞
観
念
前
訓
ひ
し
て
貰
ム
け
れ
ど

色
、
こ
の
雇
主
の
支
出
は
窮
極
に
於
て
は
彼
の
費
用
に
麗
し
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
の
賃
銀
に
相
官
す
る
交
換

償
値
は
、
勢
働
者
の
枕
労
働
い
か
加
へ
ら
る
る
劃
象
物
の
交
換
債
依
の
増
加
に
よ
っ
て
、
利
潤
と
共
に
雇
主
に
償
還
き

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
『
人
は
若
干
の
製
造
州
労
働
者
を
雇
備
す
る
と
富
裕
と
な
h
ノ
、
若
干
の
僕
稗
を
養
っ
て

お
く
と
貧
乏
に
成
る
。
』
蓋
し
、
製
造
労
働
者
の
労
働
は
雇
主
の
資
本
と
交
換
き
る
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
調
を
生
な

け
れ
ど
も
、
僕
蝉
の
勢
働
は
雇
主
の
牧
入
と
交
換
さ
れ
る
か
ら
利
潤
を
生
ぜ
守
、
交
換
債
値
を
増
加
す
る
こ
と
が

な
い
の
で
あ
る
。

自
己
を
単
純
に
再
生
産
す
る
に
止
ま
る
労
働
も
、
資
本
主
義
的
生
産
枇
台
以
外
の
生
産
形
態
に
あ
っ
て
は
、
或

は
生
産
的
勢
働
で
あ
る
と
云
ひ
得
ゃ
う
，
し
か
し
乍
ら
此
慮
に
於
け
る
規
定
は
、
単
に
奮
き
交
換
債
値
を
補
償
す

る
の
み
な
ら
や
、
よ
り
以
上
の
新
し
き
交
換
債
値
を
作
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
勢
働
の
生
産
性
に
閥
す
る
右
の

如
き
規
定
は
、
一
幕
ら
生
産
概
念
の
展
史
的
、
形
態
的
規
定
に
よ
る
も
の
で
め
る
。
そ
れ
は
生
産
手
段
の
所
有
者
と

Ada皿 Smith，W. of N. Vol. 1. p. 313 6) 



勢
働
力
の
所
有
者
の
分
離
せ
る
生
産
形
態
の
下
に
於
け
る
生
産
的
勢
働
で
あ
っ
て
、
商
品
生
産
が
普
遍
化
せ
る
資

本
主
義
的
生
産
枇
曾
に
於
て
、
最
も
典
型
的
に
妥
営
す
る
。
か
〈
の
如
き
規
定
は
ス
ミ
ス
の
次
の
諸
章
句
に
現
は

れ
て
居
る
。

『
凡
そ
人
が
英
の
貯
へ
の
如
何
な
る
部
分
で
も
、
有
し
〈
色
資
本
主
し
て
投
十
る
慮
に
就
て
は
、
こ
の
部
分
が
利
潤
も
ろ
共
存
ぴ
彼
の
許
に
戻
っ
て

蹄
る
こ
と
、
即
ち
償
は
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
そ
れ
故
彼
は
之
舎
に
Y
生
産
的
努
働
者
逮
の
み
の
維
持
に
の
み
投
中
る
o
』

『
資
本
と
し
て
投
下
さ
れ
消
費
さ
れ
る
部
分
は
、
抽
労
働
者
、
製
益
者
お
よ
び
工
匠
に
依
っ
て
消
費
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
彼
等
が
年
々
の
消

費
物
の
債
値
を
、
利
潤
を
添
へ
て
再
生
産
す
♂
。
』

生
産
的
帆
労
働
の
右
の
如
き
規
定
は
.
制
労
働
が
具
現
3
れ
る
前
口
即
の
使
用
債
依
に
は
少
し
も
闘
聯
し
な
い
。
生
産

山
川
地
庁
勤
ま
そ
刀
工
相
リ
ム
浮
ま
ド
式
協
圃
市
立
可
ら
川
問
一
日
さ
仇
争
、

A

l

;

{

|

!

i

、，F
L

i

r

-

-

j

l

都
そ
の
限
る
形
態
の
み
が
問
問
E
S
れ
る
の
で
あ

る。
こ
の
限
り
に
於
て
商
業
上
の
勢
働
は
勿
論
生
産
的
で
あ
り
、
商
業
階
紐
は
生
産
的
階
級
で
あ
る
。
商
業
上
の
勢
働

が
資
本
と
交
換
さ
れ
、
商
業
資
本
が
利
潤
を
生
む
こ
と
は
明
白
な
る
客
観
的
現
象
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
こ
の
意
味

に
於
て
卸
買
耐
人
・
小
貫
尚
人
を
、
農
業
者
・
製
造
工
業
者
と
並
ん
で
生
産
的
階
組
に
数
へ
上
げ
て
居
る
。

?~ 

ス
は
『
小
責
商
人
の
資
本
の
投
下
が
、
共
枇
曾
の
土
地
及
び
労
働
の
年
ι
干
の
生
産
物
に
附
加
す
る
債
値
の
令
部
は
、

彼
小
貫
商
人
の
獲
得
す
る
利
潤
の
み
に
存
し
、
彼
の
資
本
の
投
下
は
彼
の
獲
得
す
る
利
潤
以
外
に
は
其
枇
舎
の
土

地
及
勢
働
の
年
々
の
生
産
物
に
慣
値
を
附
加
す
る
こ
と
が
な
い
。
』
と
な
し
、
小
寅
商
人
が
生
産
的
階
級
た
る
錦
ド

は
間
半
に
利
潤
を
生
む
を
以
て
足
る
と
云
ふ
思
想
を
明
ら
か
に
示
し
て
ゐ
る
。
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商
業
主
産
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諸
性
格

第
四
十
一
会

第

事E

生
産
の
基
準
を
交
換
債
値
に
求
め
、
生
産
的
勢
働
の
形
態
的
規
定
に
よ
っ
て
商
業
を
生
産
的
階
艇
に
属
せ
し
な

(
註
)

る
事
は
、
爾
来
僅
か
の
例
外
を
除
き
古
典
慌
に
於
け
る
惇
統
と
な
っ
て
居
る
。

し
か
し
乍
ら
か
〉
る
形
態
的
な
生
産
性
の
み
に
よ
っ
て
は
、

商
業
の
生
産
性
の
問
題
は
解
決
さ
れ
た
と
云
ふ
こ

と
は
山
山
来
な
い
。

慣
値
キ
ピ
生
産
す
る
や
一
市
川
や
岐
、

悶
川
叫
均
努
動
と
し
て
児
ト
よ
動
一
ペ
リ
直
妾
狗
主
主
品
主
-
w

刀
与
四
日
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E
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川
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貞

Z
7
hリ
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九;コ、

ι
メ
;
正
川

J
J
引
打
開

R
M
d
k
J
i
J
d
ρ
l

し

H
E目
K
)
ぷ
訪

Z
E
a
c一
司
?
と
F
3

し
こ
P

盟
主
巳

taz--sz
リ
澗
vv-
も
h
J
り
す

刀
ド
刈
1
1
2
1
4
f
u
J
一刷
uv
ふ
μ
よ
U
、
米
主
H
V
H
I
d
-
t
d
r
J
{
z
f
J
F
品
肌

aノ一
J
V

「
立
主
々
i
y
f
L
1
3

，
】
d

と
云
ふ
こ
と
は
、
厳
密
な
意
味
に
於
て
商
業
密
生
産
的
で
あ
る
と
な
す
根
擦
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
交
換
償

、、

値
を
増
加
し
利
潤
を
生
h
u
の
故
を
以
て
直
に
商
業
を
生
産
的
で
あ
る
と
な
す
と
す
れ
ば
、
そ
の
議
論
は
明
ら
か
に

生
産
過
程
に
属
す
る
債
値
お
よ
び
依
剰
債
植
の
概
念
と
、
流
通
過
科
に
屈
す
る
交
換
債
値
お
よ
び
利
潤
の
概
念
と

を
混
同
せ
る
も
の
で
あ
る
と
一
五
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。

吾
ん
可
は
此
慮
に
於
て
商
業
の
生
産
性
の
問
題
は
、
克
ら
に
交
換
債
値
の
奥
に
存
在
す
る
躍
の
領
値
後
生
の
根
擦

に
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
知
る
。
そ
れ
は
謂
は
ゆ
る
債
値
論
固
有
の
問
題
で
あ
る
。

例
外
と
は
ジ
ェ

l

ム
ス
:
、
ル
が
、
そ
の
著
名
な
る
問
分
説
(
生
産
、
分
配
・
交
換
・
消
費
)
に
於
て
、
商
業
を
生
産

ι於
て
で
は
な
〈
、
交
換

2

3

 

筋
に
於
て
愉
じ
て
日
出
品
。
又

J
S
・
ミ
ル
は
樹
立
の
企
業
と
し
て
の
商
業
は
生
産
編
で
論
じ
乍
ら
他
方
第
三
編
の
交
換
編
に
於
て
も
商
業
を

論
じ
て
ゐ
る
。
が
之
等
の
例
外
を
除
げ
ば
ス
ミ
ス
・
マ
ル
サ
ス
・
マ
カ
l

ロ
ッ
ク
・
セ
イ
等
、
総
て
商
業
を
生
産
婦
に
於
で
論
じ
て
居
る
。
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註

】
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未
完
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